
 

 

 

 

 

 
 
秋まき小麦の生育は起生期以降気温が高く経過したのもあり、平年並みとなってお

ります。 

 

 幼穂形成期 止葉期 出穂始 出穂期 出穂揃 

本年 ５月 1 日 ― ― ― ― 

平年 ５月２日 ５月２２日 ５月３０日 ５月３１日 ６月２日 

 

 

 止葉期以降の窒素追肥は千粒重を高める効果があります。しかし、倒伏や子実タン

パクを高める恐れがある為、土壌条件や、生育状況を考慮しましょう。 

 幼形期型追肥の場合、１回目の追肥から 2～3 週間程度あけて窒素４kg／10a を

目安としましょう。３回目の追肥となる場合は前回の追肥から２～３週間程度あけて

窒素４kg／10a を行います。 

 茎数が多く、葉色が濃い場合は倒伏のリスクがある為、追肥を控えましょう。 
                        図 1 
  
＜赤かび病＞ 
赤カビ病は小麦で最も重要な病害となり、出穂・開花期以

降の降雨、曇天時に多発します。赤カビ病が発生しカビ

毒（DON）濃度が 1.1ｐｐｍを超えた場合検査等

級が規格外となりますので、開花状況を確認し開花始め

に防除を実施しましょう。（図１、表 1参照）。 

 

 

※３回目の防除は春まき小麦の方は実施しましょう。（秋まき小麦は 2回目まで） 
※ベフトップジン FL は R7 年 1１月より使用不可になります。在庫管理にはお気を付けください。 
 

 生育ステージ 薬剤名 系統名 
病害・希釈倍率 10a当り 

薬量 

回

数 赤かび病 

１回目 開花始め シルバキュア FL DMI 2,000 50ml ２ 

２回目 前回から７日後 

ミラビス FL SDHI 1,500 66ml 2 

ベフトップジンＦＬ 
MBC ・ 

ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 
1,000 100ml １ 

３回目※ 前回から７日後 シルバキュアＦＬ DMI 2,000 50ml ２ 
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赤かび病の防除について 

～農作業事故・農薬のドリフトへ細心の注意を払いましょう～ 

 

 

表１ 赤かび病参考防除歴 

現在の生育状況 

止葉期以降の追肥について 


